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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マルチユーザマルチ入力マルチ出力（ＭＵ－ＭＩＭＯ）伝送方法であって、
　基地局は、ＭＵ－ＭＩＭＯ伝送を行う１つ以上の協調伝送ユーザ端末（ＵＥ）に対して
、復調パイロット信号（ＤＭＲＳ）ポートを設定して、ＤＭＲＳポート割り当て総数とＤ
ＭＲＳポート設定とによって、各協調伝送ユーザ端末のＤＭＲＳシンボルとユーザデータ
とを、各リソースブロック（ＲＢ）にマッピングし、
　前記１つ以上の協調伝送ユーザ端末のうちの第ｉのユーザ端末のＤＭＲＳポート情報を
、該第ｉのユーザ端末に送信し、
　前記第ｉのユーザ端末は、自局のＤＭＲＳポート情報によって、各ＲＢからユーザデー
タと自局のＤＭＲＳシンボルとを受信する、
ことを含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　基地局は、各ＲＢそれぞれをさらにＭ＊Ｎ個のリソースエレメント（ＲＥ）に分けて、
各ＲＢそれぞれにおける全てのＲＥを、第１のＤＭＲＳシンボル領域、第２のＤＭＲＳシ
ンボル領域、およびユーザデータ領域に分ける、
ことをさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＤＭＲＳシンボルとユーザデータとを各リソースブロック（ＲＢ）にマッピングす
ることは、
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　基地局が、第ｉのユーザ端末のユーザデータを、ユーザデータ領域にマッピングし、
　ＤＭＲＳポート割り当て総数が２以下である場合、基地局が、該第ｉのユーザ端末のＤ
ＭＲＳシンボルを、第１のＤＭＲＳシンボル領域にマッピングし、ＤＭＲＳポート割り当
て総数が２より大きい場合、基地局が、該第ｉのユーザ端末のＤＭＲＳシンボルを、第１
のＤＭＲＳシンボル領域および／または第２のＤＭＲＳシンボル領域にマッピングする、
ことを含むことを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第ｉのユーザ端末が、自局のＤＭＲＳポート情報によって、各ＲＢからユーザデー
タと自局のＤＭＲＳシンボルとを受信することは、
　第ｉのユーザ端末が、前記ユーザデータ領域からユーザデータを受信し、
　自局のＤＭＲＳポート情報によって、前記第ｉのユーザ端末が、前記第１のＤＭＲＳシ
ンボル領域および／または第２のＤＭＲＳシンボル領域から、自局のＤＭＲＳシンボルを
受信する、
ことを含むことを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＤＭＲＳシンボルとユーザデータとを各リソースブロック（ＲＢ）にマッピングす
ることは、
　基地局が、前記ＤＭＲＳポート割り当て総数が２以下であると決定した場合、ユーザデ
ータをユーザデータ領域および第２のＤＭＲＳシンボル領域にマッピングして、前記ＤＭ
ＲＳシンボルを第１のＤＭＲＳシンボル領域にマッピングする、
ことを含むことを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項６】
　前記第ｉのユーザ端末が、自局のＤＭＲＳポート情報によって、各ＲＢからユーザデー
タと自局のＤＭＲＳシンボルとを受信することは、
　第ｉのユーザ端末が、前記ユーザデータ領域および第２のＤＭＲＳシンボル領域から、
ユーザデータを受信して、自局のＤＭＲＳポート情報によって、前記第１のＤＭＲＳシン
ボル領域から、自局のＤＭＲＳシンボルを受信する、
ことを含むことを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＤＭＲＳシンボルとユーザデータとを各リソースブロック（ＲＢ）にマッピングす
ることは、
　基地局が、前記ＤＭＲＳポート割り当て総数が２より大きく、かつＯＣＣの長さが２で
あり、かつ第ｉのユーザ端末に対して設定されたＤＭＲＳポートの番号が１以下であり、
かつ全ての協調伝送ＵＥに対して設定されたＤＭＲＳポートの番号が連続すると決定した
場合、ユーザデータをユーザデータ領域および第２のＤＭＲＳシンボル領域にマッピング
して、前記ＤＭＲＳシンボルを第１のＤＭＲＳシンボル領域にマッピングしてから、前記
第２のＤＭＲＳシンボル領域におけるユーザデータを除去し、該第２のＤＭＲＳシンボル
領域に、協調相手ユーザ端末のＤＭＲＳシンボルをパディングする、
ことを含むことを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項８】
　前記第ｉのユーザ端末が、自局のＤＭＲＳポート情報によって、各ＲＢからユーザデー
タと自局のＤＭＲＳシンボルとを受信することは、
　第ｉのユーザ端末が、前記ＯＣＣの長さが２であることを知り、かつ、自局のＤＭＲＳ
ポート情報によって、自局で使用されるＤＭＲＳポートの番号が１以下であると判定した
場合、前記ユーザデータ領域および第２のＤＭＲＳシンボル領域から、第１のデータをユ
ーザデータとして受信して、前記第１のＤＭＲＳシンボル領域から、自局のＤＭＲＳシン
ボルを受信する、
ことを含むことを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記ＤＭＲＳシンボルとユーザデータとを各リソースブロック（ＲＢ）にマッピングす
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ることは、
　基地局が、前記ＤＭＲＳポート割り当て総数が２より大きく、かつＯＣＣの長さが２で
あり、かつ全ての協調伝送ＵＥに対して設定されたＤＭＲＳポートの番号が連続しないと
決定した場合、ＤＭＲＳポート設定によって、前記ＤＭＲＳシンボルを第１のＤＭＲＳシ
ンボル領域と第２のＤＭＲＳシンボル領域とのうちの一方にマッピングし、ユーザデータ
を第１のＤＭＲＳシンボル領域と第２のＤＭＲＳシンボル領域とのうちの他方および前記
ユーザデータ領域にマッピングしてから、前記第１のＤＭＲＳシンボル領域と第２のＤＭ
ＲＳシンボル領域との他方におけるユーザデータを除去して、協調相手ユーザ端末のＤＭ
ＲＳシンボルをパディングする、
ことを含むことを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第ｉのユーザ端末が、自局のＤＭＲＳポート情報によって、各ＲＢからユーザデー
タと自局のＤＭＲＳシンボルとを受信することは、
　第ｉのユーザ端末が、前記ＯＣＣの長さが２であることを知り、かつ、自局のＤＭＲＳ
ポート情報によって、第１のＤＭＲＳシンボル領域と第２のＤＭＲＳシンボル領域とのう
ちの一方から、自局のＤＭＲＳシンボルを受信して、第１のＤＭＲＳシンボル領域と第２
のＤＭＲＳシンボル領域とのうちの他方および前記ユーザデータ領域から、第１のデータ
を受信する、
ことを含むことを特徴とする請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ＤＭＲＳシンボルとユーザデータとを各リソースブロック（ＲＢ）にマッピングす
ることは、
　基地局が、前記ＤＭＲＳポート割り当て総数が２より大きく、かつＯＣＣの長さが２で
あり、かつ第ｉのユーザ端末に対して設定されたＤＭＲＳポートの番号が１より大きく、
かつ全ての協調伝送ＵＥに対して設定されたＤＭＲＳポートの番号が連続すると決定した
場合、ユーザデータをユーザデータ領域にマッピングして、前記ＤＭＲＳシンボルを第１
のＤＭＲＳシンボル領域および第２のＤＭＲＳシンボル領域にマッピングする、
ことを含むことを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第ｉのユーザ端末が、自局のＤＭＲＳポート情報によって、各ＲＢからユーザデー
タと自局のＤＭＲＳシンボルとを受信することは、
　第ｉのユーザ端末が、前記ＯＣＣの長さが２であることを知り、かつ、自局のＤＭＲＳ
ポート情報によって、自局で使用されるＤＭＲＳポートの番号が１より大きいと判定した
場合、前記ユーザデータ領域からユーザデータを受信して、前記第１のＤＭＲＳシンボル
領域および第２のＤＭＲＳシンボル領域から、自局のＤＭＲＳシンボルを受信する、
ことを含むことを特徴とする請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ＤＭＲＳシンボルとユーザデータとを各リソースブロック（ＲＢ）にマッピングす
ることは、
　基地局が、前記ＤＭＲＳポート割り当て総数が２より大きく、かつＯＣＣの長さが２で
あり、かつ第ｉのユーザ端末に対して設定されたＤＭＲＳポートの番号が１以下であり、
かつ全ての協調伝送ＵＥに対して設定されたＤＭＲＳポートの番号が連続すると判定した
場合、ユーザデータをユーザデータ領域および第２のＤＭＲＳシンボル領域にマッピング
して、前記ＤＭＲＳシンボルを第１のＤＭＲＳシンボル領域にマッピングしてから、協調
相手ユーザ端末のＤＭＲＳシンボルを、前記第２のＤＭＲＳシンボル領域におけるユーザ
データに重畳する、
ことを含むことを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記第ｉのユーザ端末が、自局のＤＭＲＳポート情報によって、各ＲＢからユーザデー
タと自局のＤＭＲＳシンボルとを受信することは、
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　第ｉのユーザ端末が、前記ＯＣＣの長さが２であることを知り、かつ、自局のＤＭＲＳ
ポート情報によって、自局で使用されるＤＭＲＳポートの番号が１以下であると判定した
場合、前記第１のＤＭＲＳシンボル領域から自局のＤＭＲＳシンボルを受信し、前記ユー
ザデータ領域からユーザデータを受信して、第２のＤＭＲＳシンボル領域から第１のデー
タを受信し、プリコーディングベクトルによって、前記第１のデータからユーザデータを
分離する、
ことを含むことを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記ＤＭＲＳシンボルとユーザデータとを各リソースブロック（ＲＢ）にマッピングす
ることは、
　基地局が、ＤＭＲＳポート割り当て総数が２より大きく、かつＯＣＣの長さが２であり
、かつ全ての協調伝送ＵＥに対して設定されたＤＭＲＳポートの番号が連続しないと判定
した場合、ＤＭＲＳポート設定によって、前記ＤＭＲＳシンボルを第１のＤＭＲＳシンボ
ル領域と第２のＤＭＲＳシンボル領域とのうちの一方にマッピングして、ユーザデータを
第１のＤＭＲＳシンボル領域と第２のＤＭＲＳシンボル領域とのうちの他方および前記ユ
ーザデータ領域にマッピングしてから、協調相手ユーザ端末のＤＭＲＳシンボルを、前記
第１のＤＭＲＳシンボル領域と第２のＤＭＲＳシンボル領域とのうちの他方におけるユー
ザデータに重畳する、
ことを含むことを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項１６】
　前記第ｉのユーザ端末が、自局のＤＭＲＳポート情報によって、各ＲＢからユーザデー
タと自局のＤＭＲＳシンボルとを受信することは、
　第ｉのユーザ端末が、前記ＯＣＣの長さが２であることを知る場合、自局のＤＭＲＳポ
ート情報によって、前記第１のＤＭＲＳシンボル領域と第２のＤＭＲＳシンボル領域との
うちの一方から、自局のＤＭＲＳシンボルを受信し、前記ユーザデータ領域からユーザデ
ータを受信して、前記第１のＤＭＲＳシンボル領域と第２のＤＭＲＳシンボル領域とのう
ちの他方から、第１のデータを受信し、プリコーディングベクトルによって、前記第１の
データからユーザデータを分離する、
ことを含むことを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記各ＲＢそれぞれが１４＊１２個のリソースエレメント（ＲＥ）に分けられ、
　前記第１のＤＭＲＳシンボル領域が、ｉ＝６、７、１３、１４であって、かつ、ｊ＝１
、６、１１であるＲＥを含み、前記第２のＤＭＲＳシンボル領域が、ｉ＝６、７、１３、
１４であって、かつ、ｊ＝２、７、１２であるＲＥを含み、前記ユーザデータ領域が、第
１のＤＭＲＳシンボル領域と第２のＤＭＲＳシンボル領域とシグナリング用に割り当てら
れたＲＥとを除くほかのＲＥを含む、
ことを特徴とする請求項２～１６のいずれか１項に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信技術に関し、特に、マルチユーザマルチ入力マルチ出力（ＭＵ－Ｍ
ＩＭＯ）伝送方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　国際電気通信連合の無線通信部門（ＩＴＵ－Ｒ）から得られたＩＭＴ－Ａ（Ｉｎｔｅｒ
ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ａｄｖａｎ
ｃｅｄ）についての評価結果から分かるように、シングルセルの強化型マルチユーザマル
チ入力マルチ出力（ＭＵ－ＭＩＭＯ：Ｍｕｌｔｉ－Ｕｓｅｒ　ＭＩＭＯ）は、システム性
能を効率よく向上させることができるため、ＬＴＥ－Ａの重要な技術と見なされている。
ＬＴＥ　Ｒｅｌ－８において、上位層で伝送モードに対して半静的配置を行うことにより
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、シングルユーザＭＩＭＯ（ＳＵ－ＭＩＭＯ：Ｓｉｎｇｌｅ－Ｕｓｅｒ　ＭＩＭＯ）とＭ
Ｕ－ＭＩＭＯとをサポートする。ＬＴＥ　Ｒｅｌ－９において、透過ＭＵ－ＭＩＭＯとい
う概念が提出され、かつ、復調パイロット信号（ＤＭＲＳ：Ｄｅｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　
Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）ポート割り当て総数Trank≦2である伝送がサポート
できる。Trankは、実際にＵＥ用に割り当てられたＤＭＲＳポートの数を指す。ＬＴＥ　
Ｒｅｌ－１０の展開につれて、Trank＞2の場合をサポートするように、透過ＭＵ－ＭＩＭ
Ｏに対する検討がより一層深くなる。説明すべきところとして、ＤＭＲＳポートの総数Np
ortは、固定であり、ＵＥが使用可能なＤＭＲＳポートの数を指す。ＤＭＲＳ密度が１２
である場合、Nportは４であり、ＤＭＲＳ密度が２４である場合、Nportは８である。但し
、ＤＭＲＳポート割り当て総数Trankは固定ではなく、例えば、Nportが８である場合、Tr
ankは２であってよい。
【０００３】
　透過ＭＵ－ＭＩＭＯは、ＭＵ－ＭＩＭＯ協調伝送に参加するいずれか１つのユーザ端末
（ＵＥ）にとって、ＳＵ－ＭＩＭＯ伝送とＭＵ－ＭＩＭＯ伝送との差異が存在しない、と
いうことを指す。以下、該いずれか１つのユーザ端末が、第iのＵＥと呼ばれる。第iのＵ
Ｅは、ＰＤＳＣＨ受信を行う際、自局のＤＭＲＳポート情報、例えば、自局が使用するポ
ートの数や、どれらのポートを具体的に使用するかなどの情報のみを知っている一方、そ
の協調相手ユーザ端末（ｃｏ－ｓｃｈｅｄｕｌｅｄ　ＵＥ）のＤＭＲＳポート情報を知ら
ない。例えば、ユーザ端末１、２、３が、同一のリソースブロック（ＲＢ）にスケジュー
リングされ、この３つのＵＥが、１つの協調伝送グループを構成し、ここで、ＵＥ２とＵ
Ｅ３が、ＵＥ１の協調相手ＵＥである。透過ＭＵ－ＭＩＭＯ伝送において、ＵＥ１は、Ｕ
Ｅ２とＵＥ３とのＤＭＲＳポート情報を得ることができない。相応に、非透過ＭＵ－ＭＩ
ＭＯは、ＭＵ－ＭＩＭＯ協調伝送に参加する１グループのＵＥのいずれも、その協調相手
ＵＥのＤＭＲＳポート情報を知ることができる、ということを指す。
【０００４】
　透過ＭＵ－ＭＩＭＯは、非透過ＭＵ－ＭＩＭＯと比較して、ある程度のメリットがある
一方、性能損失も存在してしまう。
【０００５】
　透過ＭＵ－ＭＩＭＯのメリットは、下記のポイントにある。
【０００６】
　（１）スケジューリングの柔軟性が高い
　透過ＭＵ－ＭＩＭＯが有するスケジューリングの柔軟性は、例えば、ＵＥが同一の伝送
時間間隔（ＴＴＩ：Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｔｉｍｅ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ）の異なる
サブ時間帯で、ＳＵ－ＭＩＭＯとＭＵ－ＭＩＭＯとを同時に使用することができると体現
する。このスケジューリングの柔軟性は、システム性能の向上に有益である。
【０００７】
　（２）シグナリングのオーバヘッドが低い
　透過ＭＵ－ＭＩＭＯにおいて、ただ、ＳＵ－ＭＩＭＯと類似するシグナリングのみが伝
送され、協調相手ＵＥの情報を伝送するために、余計なシグナリングを追加する必要がな
い。
【０００８】
　一方、透過ＭＵ－ＭＩＭＯの性能損失は、下記のポイントにある。
【０００９】
　（１）高級受信機を有効にサポートすることができない
　例えば、干渉除去合成（ＩＲＣ：Ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　Ｒｅｊｅｃｔｉｏｎ　Ｃ
ｏｍｂｉｎｉｎｇ）受信機のような高級受信機は、協調相手ＵＥから第iのＵＥに対する
干渉を除去することができる。これにより、システム性能を向上させる。但し、透過ＭＵ
－ＭＩＭＯにおいて、第iのＵＥは、チャネル情報を知ることができず、ひいては、協調
相手ＵＥが存在しているかどうかを知らないため、ＩＲＣ受信機を使用することができな
い。
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【００１０】
　（２）ＤＭＲＳ密度情報が欠如している
　ＬＴＥ　Ｒｅｌ－１０では、ＤＭＲＳポート割り当て総数が一定の範囲内で変化するた
め、ＤＭＲＳ密度を用いて、協調伝送グループにおける複数のＵＥのＤＭＲＳポートの使
用状況を示すことができる。具体的に、ＤＭＲＳポート割り当て総数が２以下である場合
、ＤＭＲＳ密度が１２ＲＥｓ／ＲＢであり、ＤＭＲＳポート割り当て総数が２より大きい
（３～８のうちの任意の１つである）場合、ＤＭＲＳ密度が２４ＲＥｓ／ＲＢである。透
過ＭＵ－ＭＩＭＯにとって、あるＵＥのポート使用数が２より大きい場合、ＤＭＲＳポー
ト割り当て総数が必ず２より大きいことが表される。そのため、該ＵＥは、協調伝送グル
ープのＤＭＲＳ密度を間接に知ることができる。但し、あるＵＥのポート使用数が２以下
である場合、該ＵＥは、ＤＭＲＳ密度を知ることができない。ここで、あるＵＥのポート
使用数とは、該ＵＥ用に割り当てられたＤＭＲＳポートの数を指す。この場合、ＵＥ側に
おいて、ＰＤＳＣＨデータとＤＭＲＳシンボルとの間の衝突が発生してしまうことになり
、あるいは、ＰＤＳＣＨデータを除去する必要がある。ここで、ＰＤＳＣＨデータは、該
ＵＥのユーザデータを指す。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　透過ＭＵ－ＭＩＭＯの無線伝送における上記の特徴に鑑みてなされて、基地局とＵＥと
の間で、透過ＭＵ－ＭＩＭＯの具体的な実現方式を提供する必要がある。これにより、透
過ＭＵ－ＭＩＭＯによる性能損失をできるだけ回避するとともに、透過ＭＵ－ＭＩＭＯの
メリットを十分に発揮する。
【００１２】
　上記に鑑みてなされて、本発明の主な目的は、ＭＵ－ＭＩＭＯ伝送方法を提供すること
により、各協調伝送ＵＥが協調相手ＵＥのＤＭＲＳポート情報を知ることができない場合
、システム性能をよりよく向上させる、ということにある。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上記目的を達成するために、本発明は具体的に下記のように実現される。
【００１４】
　マルチユーザマルチ入力マルチ出力（ＭＵ－ＭＩＭＯ）伝送方法であって、基地局は、
ＭＵ－ＭＩＭＯ伝送を行う１つ以上の協調伝送ユーザ端末（ＵＥ）に対して、復調パイロ
ット信号（ＤＭＲＳ）ポートを設定して、ＤＭＲＳポート割り当て総数とＤＭＲＳポート
設定とによって、各協調伝送ユーザ端末のＤＭＲＳシンボルとユーザデータとを、各リソ
ースブロック（ＲＢ）にマッピングし、前記１つ以上の協調伝送ユーザ端末のうちの第i
のユーザ端末のＤＭＲＳポート情報を、該第iのユーザ端末に送信し、前記第iのユーザ端
末は、自局のＤＭＲＳポート情報によって、各ＲＢからユーザデータと自局のＤＭＲＳシ
ンボルとを受信する、ことを含む。
【００１５】
　該方法において、基地局は、各ＲＢそれぞれをさらにＭ＊Ｎ個のリソースエレメント（
ＲＥ）に分けて、各ＲＢそれぞれにおける全てのＲＥを、第１のＤＭＲＳシンボル領域、
第２のＤＭＲＳシンボル領域、およびユーザデータ領域に分ける、ことをさらに含む。
【００１６】
　前記ＤＭＲＳシンボルとユーザデータとを各リソースブロック（ＲＢ）にマッピングす
ることは、基地局が、第ｉのユーザ端末のユーザデータを、ユーザデータ領域にマッピン
グし、ＤＭＲＳポート割り当て総数が２以下である場合、基地局が、該第ｉのユーザ端末
のＤＭＲＳシンボルを、第１のＤＭＲＳシンボル領域にマッピングし、ＤＭＲＳポート割
り当て総数が２より大きい場合、基地局が、該第ｉのユーザ端末のＤＭＲＳシンボルを、
第１のＤＭＲＳシンボル領域および／または第２のＤＭＲＳシンボル領域にマッピングす
る、ことを含む。
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【００１７】
　前記第iのユーザ端末が、自局のＤＭＲＳポート情報によって、各ＲＢからユーザデー
タと自局のＤＭＲＳシンボルとを受信することは、第ｉのユーザ端末が、前記ユーザデー
タ領域からユーザデータを受信し、自局のＤＭＲＳポート情報によって、前記第ｉのユー
ザ端末が、前記第１のＤＭＲＳシンボル領域および／または第２のＤＭＲＳシンボル領域
から、自局のＤＭＲＳシンボルを受信する、ことを含む。
【００１８】
　前記ＤＭＲＳシンボルとユーザデータとを各リソースブロック（ＲＢ）にマッピングす
ることは、基地局が、前記ＤＭＲＳポート割り当て総数が２以下であると決定した場合、
ユーザデータをユーザデータ領域および第２のＤＭＲＳシンボル領域にマッピングして、
前記ＤＭＲＳシンボルを第１のＤＭＲＳシンボル領域にマッピングする、ことを含む。
【００１９】
　前記第iのユーザ端末が、自局のＤＭＲＳポート情報によって、各ＲＢからユーザデー
タと自局のＤＭＲＳシンボルとを受信することは、第ｉのユーザ端末が、前記ユーザデー
タ領域および第２のＤＭＲＳシンボル領域から、ユーザデータを受信して、自局のＤＭＲ
Ｓポート情報によって、前記第１のＤＭＲＳシンボル領域から、自局のＤＭＲＳシンボル
を受信する、ことを含む。
【００２０】
　前記ＤＭＲＳシンボルとユーザデータとを各リソースブロック（ＲＢ）にマッピングす
ることは、基地局が、前記ＤＭＲＳポート割り当て総数が２より大きく、かつＯＣＣの長
さが２であり、かつ第ｉのユーザ端末に対して設定されたＤＭＲＳポートの番号が１以下
であり、かつ全ての協調伝送ＵＥに対して設定されたＤＭＲＳポートの番号が連続すると
決定した場合、ユーザデータをユーザデータ領域および第２のＤＭＲＳシンボル領域にマ
ッピングして、前記ＤＭＲＳシンボルを第１のＤＭＲＳシンボル領域にマッピングしてか
ら、前記第２のＤＭＲＳシンボル領域におけるユーザデータを除去し、該第２のＤＭＲＳ
シンボル領域に、協調相手ユーザ端末のＤＭＲＳシンボルをパディングする、ことを含む
。
【００２１】
　前記第iのユーザ端末が、自局のＤＭＲＳポート情報によって、各ＲＢからユーザデー
タと自局のＤＭＲＳシンボルとを受信することは、第iのユーザ端末が、前記ＯＣＣの長
さが２であることを知り、かつ、自局のＤＭＲＳポート情報によって、自局で使用される
ＤＭＲＳポートの番号が１以下であると判定した場合、前記ユーザデータ領域および第２
のＤＭＲＳシンボル領域から、第１のデータをユーザデータとして受信して、前記第１の
ＤＭＲＳシンボル領域から、自局のＤＭＲＳシンボルを受信する、ことを含む。
【００２２】
　前記ＤＭＲＳシンボルとユーザデータとを各リソースブロック（ＲＢ）にマッピングす
ることは、基地局が、前記ＤＭＲＳポート割り当て総数が２より大きく、かつＯＣＣの長
さが２であり、かつ全ての協調伝送ＵＥに対して設定されたＤＭＲＳポートの番号が連続
しないと決定した場合、ＤＭＲＳポート設定によって、前記ＤＭＲＳシンボルを第１のＤ
ＭＲＳシンボル領域と第２のＤＭＲＳシンボル領域とのうちの一方にマッピングし、ユー
ザデータを第１のＤＭＲＳシンボル領域と第２のＤＭＲＳシンボル領域とのうちの他方お
よび前記ユーザデータ領域にマッピングしてから、前記第１のＤＭＲＳシンボル領域と第
２のＤＭＲＳシンボル領域との他方におけるユーザデータを除去して、協調相手ユーザ端
末のＤＭＲＳシンボルをパディングする、ことを含む。
【００２３】
　前記第iのユーザ端末が、自局のＤＭＲＳポート情報によって、各ＲＢからユーザデー
タと自局のＤＭＲＳシンボルとを受信することは、第iのユーザ端末が、前記ＯＣＣの長
さが２であることを知り、かつ、自局のＤＭＲＳポート情報によって、第１のＤＭＲＳシ
ンボル領域と第２のＤＭＲＳシンボル領域とのうちの一方から、自局のＤＭＲＳシンボル
を受信して、第１のＤＭＲＳシンボル領域と第２のＤＭＲＳシンボル領域とのうちの他方
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および前記ユーザデータ領域から、第１のデータを受信する、ことを含む。
【００２４】
　前記ＤＭＲＳシンボルとユーザデータとを各リソースブロック（ＲＢ）にマッピングす
ることは、基地局が、前記ＤＭＲＳポート割り当て総数が２より大きく、かつＯＣＣの長
さが２であり、かつ第ｉのユーザ端末に対して設定されたＤＭＲＳポートの番号が１より
大きく、かつ全ての協調伝送ＵＥに対して設定されたＤＭＲＳポートの番号が連続すると
決定した場合、ユーザデータをユーザデータ領域にマッピングして、前記ＤＭＲＳシンボ
ルを第１のＤＭＲＳシンボル領域および第２のＤＭＲＳシンボル領域にマッピングする、
ことを含む。
【００２５】
　前記第iのユーザ端末が、自局のＤＭＲＳポート情報によって、各ＲＢからユーザデー
タと自局のＤＭＲＳシンボルとを受信することは、第iのユーザ端末が、前記ＯＣＣの長
さが２であることを知り、かつ、自局のＤＭＲＳポート情報によって、自局で使用される
ＤＭＲＳポートの番号が１より大きいと判定した場合、前記ユーザデータ領域からユーザ
データを受信して、前記第１のＤＭＲＳシンボル領域および第２のＤＭＲＳシンボル領域
から、自局のＤＭＲＳシンボルを受信する、ことを含む。
【００２６】
　前記ＤＭＲＳシンボルとユーザデータとを各リソースブロック（ＲＢ）にマッピングす
ることは、基地局が、前記ＤＭＲＳポート割り当て総数が２より大きく、かつＯＣＣの長
さが２であり、かつ第ｉのユーザ端末に対して設定されたＤＭＲＳポートの番号が１以下
であり、かつ全ての協調伝送ＵＥに対して設定されたＤＭＲＳポートの番号が連続すると
判定した場合、ユーザデータをユーザデータ領域および第２のＤＭＲＳシンボル領域にマ
ッピングして、前記ＤＭＲＳシンボルを第１のＤＭＲＳシンボル領域にマッピングしてか
ら、協調相手ユーザ端末のＤＭＲＳシンボルを、前記第２のＤＭＲＳシンボル領域におけ
るユーザデータに重畳する、ことを含む。
【００２７】
　前記第iのユーザ端末が、自局のＤＭＲＳポート情報によって、各ＲＢからユーザデー
タと自局のＤＭＲＳシンボルとを受信することは、第iのユーザ端末が、前記ＯＣＣの長
さが２であることを知り、かつ、自局のＤＭＲＳポート情報によって、自局で使用される
ＤＭＲＳポートの番号が１以下であると判定した場合、前記第１のＤＭＲＳシンボル領域
から自局のＤＭＲＳシンボルを受信し、前記ユーザデータ領域からユーザデータを受信し
て、第２のＤＭＲＳシンボル領域から第１のデータを受信し、プリコーディングベクトル
によって、前記第１のデータからユーザデータを分離する、ことを含む。
【００２８】
　前記ＤＭＲＳシンボルとユーザデータとを各リソースブロック（ＲＢ）にマッピングす
ることは、基地局が、ＤＭＲＳポート割り当て総数が２より大きく、かつＯＣＣの長さが
２であり、かつ全ての協調伝送ＵＥに対して設定されたＤＭＲＳポートの番号が連続しな
いと判定した場合、ＤＭＲＳポート設定によって、前記ＤＭＲＳシンボルを第１のＤＭＲ
Ｓシンボル領域と第２のＤＭＲＳシンボル領域とのうちの一方にマッピングして、ユーザ
データを第１のＤＭＲＳシンボル領域と第２のＤＭＲＳシンボル領域とのうちの他方およ
び前記ユーザデータ領域にマッピングしてから、協調相手ユーザ端末のＤＭＲＳシンボル
を、前記第１のＤＭＲＳシンボル領域と第２のＤＭＲＳシンボル領域とのうちの他方にお
けるユーザデータに重畳する、ことを含む。
【００２９】
　前記第iのユーザ端末が、自局のＤＭＲＳポート情報によって、各ＲＢからユーザデー
タと自局のＤＭＲＳシンボルとを受信することは、第iのユーザ端末が、前記ＯＣＣの長
さが２であることを知る場合、自局のＤＭＲＳポート情報によって、前記第１のＤＭＲＳ
シンボル領域と第２のＤＭＲＳシンボル領域とのうちの一方から、自局のＤＭＲＳシンボ
ルを受信し、前記ユーザデータ領域からユーザデータを受信して、前記第１のＤＭＲＳシ
ンボル領域と第２のＤＭＲＳシンボル領域とのうちの他方から、第１のデータを受信し、
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プリコーディングベクトルによって、前記第１のデータからユーザデータを分離する、こ
とを含む。
【００３０】
　前記各ＲＢそれぞれが１４＊１２個のリソースエレメント（ＲＥ）に分けられ、前記第
１のＤＭＲＳシンボル領域が、ｉ＝６、７、１３、１４であって、かつ、ｊ＝１、６、１
１であるＲＥを含み、前記第２のＤＭＲＳシンボル領域が、ｉ＝６、７、１３、１４であ
って、かつ、ｊ＝２、７、１２であるＲＥを含み、前記ユーザデータ領域が、第１のＤＭ
ＲＳシンボル領域と第２のＤＭＲＳシンボル領域とシグナリング用に割り当てられたＲＥ
とを除くほかのＲＥを含む。
【発明の効果】
【００３１】
　上述した解決手段から分かるように、本発明のＭＵ－ＭＩＭＯ伝送方法では、基地局側
は、ＤＭＲＳポート割り当て総数によって、ユーザデータとＤＭＲＳシンボルとをマッピ
ングする。さらに、基地局は、各協調伝送ＵＥのＤＭＲＳポートの割り当て状況およびＯ
ＣＣの長さによって、ユーザデータとＤＭＲＳシンボルとを、１つのＲＢの複数のＲＥに
マッピングする。各協調伝送ＵＥは、仮定されたＤＭＲＳ密度に従って、得られた自局の
ＤＭＲＳポート情報を十分に利用して、自局のＤＭＲＳシンボルおよびユーザデータを正
確に受信する。仮定されたＤＭＲＳ密度と実際のＤＭＲＳ密度とが合わない場合でも、本
発明の方法は、自局のＤＭＲＳシンボルの受信を確保することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本発明の１つの実施例におけるＭＵ－ＭＩＭＯ伝送方法のフローチャートである
。
【図２】本発明の実施例における１つのＲＢにおける第１のＤＭＲＳシンボル領域、第２
のＤＭＲＳシンボル領域、およびユーザデータ領域の分布を示す図である。
【図３ａ】フルバッファトラヒックモデルを採用する場合の透過ＭＵ－ＭＩＭＯと非透過
ＭＵ－ＭＩＭＯとの性能比較を示す図である。
【図３ｂ】フルバッファトラヒックモデルを採用する場合の透過ＭＵ－ＭＩＭＯと非透過
ＭＵ－ＭＩＭＯとの性能比較を示す図である。
【図４ａ】ＯＮ－ＯＦＦトラヒックモデルを採用する場合の透過ＭＵ－ＭＩＭＯと非透過
ＭＵ－ＭＩＭＯとの性能比較を示す図である。
【図４ｂ】ＯＮ－ＯＦＦトラヒックモデルを採用する場合の透過ＭＵ－ＭＩＭＯと非透過
ＭＵ－ＭＩＭＯとの性能比較を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　本発明の目的、解決手段およびメリットをさらに明確にするために、以下、図面を参照
して実施例を挙げながら、本発明をさらに詳しく説明する。
【００３４】
　図１は、本発明の１つの実施例におけるＭＵ－ＭＩＭＯ伝送方法のフローチャートであ
り、以下のステップを含む。
【００３５】
　ステップ１０１で、基地局は、ＭＵ－ＭＩＭＯ伝送を行う１つ以上の協調伝送ユーザ端
末に対して、復調パイロット信号ポートを設定する。
【００３６】
　ステップ１０２で、ＤＭＲＳポート割り当て総数と、設定されたＤＭＲＳポートとによ
って、各協調伝送ユーザ端末のＤＭＲＳシンボルとユーザデータとを、各リソースブロッ
クにマッピングする。
【００３７】
　ステップ１０３で、前記１つ以上の協調伝送ユーザ端末のうちの第iのユーザ端末のＤ
ＭＲＳポート情報を、該第iのユーザ端末に送信する。
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【００３８】
　ステップ１０４で、前記第iのユーザ端末は、自局のＤＭＲＳポート情報によって、各
ＲＢからユーザデータと自局のＤＭＲＳシンボルとを受信する。
【００３９】
　上記の透過ＭＵ－ＭＩＭＯ伝送において、協調伝送に参加する各ユーザ端末（ＵＥ）は
、いずれもＤＭＲＳポート割り当て総数（ｔｏｔａｌ　ｒａｎｋ）に対応するＤＭＲＳ密
度情報を知ることができない。以下、ＤＭＲＳポート割り当て総数をTrankで表す。従っ
て、基地局側でＰＤＳＣＨマッピングを行う場合、および、ＵＥ側で受信を行う場合、以
下のいくつかの案があることができる。
【００４０】
　案１（Ｔｒａｎｓｐａｒｅｎｔ　Ｃａｓｅ１）で、Trankが２より大きいかどうかに関
わらず、基地局は、図２に示した斜線で塗りつぶしたＲＥおよびドットで塗りつぶしたＲ
Ｅに、ユーザデータをパディングしない。ここで、斜線で塗りつぶしたＲＥは、第１のＤ
ＭＲＳシンボル領域であり、ドットで塗りつぶしたＲＥは、第２のＤＭＲＳシンボル領域
であり、塗りつぶされなかったＲＥのうち、固定的にシグナリング用に割り当てられたＲ
Ｅの以外のＲＥは、ユーザデータ領域である。具体的に、第１のＤＭＲＳシンボル領域は
、ｉ＝６、７、１３、１４かつｊ＝１、６、１１であるＲＥを含み、第２のＤＭＲＳシン
ボル領域は、ｉ＝６、７、１３、１４かつｊ＝２、７、１２であるＲＥを含む。ＲＢの分
割は、図２に示す方式に限らない。１つのＲＢをＭ＊Ｎ個（ＭとＮは両方とも１より大き
い整数）のＲＥに分けることができる。
【００４１】
　Trank＞2(Trank＝3,4,5,6,7,8)である場合、ＤＭＲＳシンボルは２４個のＲＥを使用し
、基地局での上記処理には、リソース浪費の問題が存在していない。Trank≦2である場合
、ＤＭＲＳシンボルはただ１２個のＲＥを使用し、ほかの１２個のＲＥ（即ち、第２のＤ
ＭＲＳシンボル領域）は空であり、ユーザデータのパディングに使用しない。
【００４２】
　相応に、ＵＥは、基地局側で使用されるＤＭＲＳ密度が、各ＲＢごとに２４個のＲＥを
使用すること（即ち、２４ＲＥｓ／ＲＢ）である、と仮定する。そのため、ＵＥは、この
２４個のＲＥから、ユーザデータを受信しない。基地局側は、いかなる場合でも、第２の
ＤＭＲＳシンボル領域にユーザデータをパディングしない。即ち、第２のＤＭＲＳシンボ
ル領域は、ＤＭＲＳシンボルがパディングされなければ、空である。従って、ＵＥ側は、
実際のＤＭＲＳ密度を考慮する必要がない。勿論、案１では、ＤＭＲＳ密度が１２ＲＥｓ
／ＲＢである場合、ある程度のリソース浪費が存在している。
【００４３】
　説明すべきものとして、ＯＣＣの長さが２であるかそれとも４であるかを問わず、案１
は適用される。
【００４４】
　案２（Ｔｒａｎｓｐａｒｅｎｔ　Ｃａｓｅ２）で、ＵＥは、基地局で使用されるＤＭＲ
Ｓ密度が１２ＲＥｓ／ＲＢである、と仮定する。
【００４５】
　（１）Trank≦2である場合、基地局側は、ビットを単位とするユーザデータおよびＤＭ
ＲＳシンボルに対して、符号化および変調を行い、ユーザデータとＤＭＲＳシンボルとを
、各ＲＢのＲＥにマッピングする。Trank≦2であるため、ＤＭＲＳシンボルは、多くとも
斜線で塗りつぶした１２個のＲＥを使用し、各ＲＢにおけるほかのＲＥ（即ち、ユーザデ
ータ領域および第２のＤＭＲＳシンボル領域）には、いずれもユーザデータがパディング
される。
【００４６】
　相応に、第iのＵＥは、Ｐｏｒｔ－０またはＰｏｒｔ－１を使用してもよく、あるいは
、Ｐｏｒｔ－０とＰｏｒｔ－１とを同時に使用してもよい。つまり、ＤＭＲＳ密度が確か
に１２ＲＥｓ／ＲＢであり、ＵＥの仮定が正しい。ＵＥは、受信する時、斜線で塗りつぶ
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した１２個のＲＥのみからＤＭＲＳシンボルを取得し、ほかのＲＥからユーザデータを取
得する。
【００４７】
　（２）Trank＞2であり、かつＯＣＣの長さが２であり（即ち、4≧Trank＞2である）、
かつ第iのＵＥが斜線で塗りつぶした１つまたは複数のＲＥを使用する場合、基地局側は
、まず、図２に斜線で塗りつぶして示した１２個のＲＥを除くほかのＲＥに、ユーザデー
タをパディングし、次に、ＤＭＲＳシンボルとユーザデータとの間で衝突が発生しないよ
うに、図２にドットで塗りつぶして示した１２個のＲＥにおけるユーザデータを除去して
（ｐｕｎｃｔｕｒｅ）、協調相手ユーザ端末（ｃｏ－ｓｃｈｅｄｕｌｅｄ　ＵＥ）のＤＭ
ＲＳシンボルをパディングする。
【００４８】
　第iのＵＥは、受信する時、自局のＤＭＲＳポート情報（基地局により提供される）に
よって、自局がＰｏｒｔ－０またはＰｏｒｔ－１を使用するか、それとも、Ｐｏｒｔ－０
とＰｏｒｔ－１とを同時に使用するかを知る。つまり、第iのＵＥで使用されるポートの
番号は１以下である。それでは、該第iのＵＥは、斜線で塗りつぶした１２個のＲＥのみ
からＤＭＲＳシンボルを取得して、ほかのＲＥからユーザデータを取得する。この場合、
第iのＵＥは、ドットで塗りつぶして示した１２個のＲＥに記録された協調相手ＵＥのＤ
ＭＲＳシンボルも、自局のユーザデータと見なす。説明すべきものとして、全ての使用可
能なＤＭＲＳポートは、０からNport－1まで順次に番号が付けられる。
【００４９】
　全ての協調伝送ＵＥに対して設定されたＤＭＲＳポートが連続しない場合、基地局は、
前記ＤＭＲＳポート割り当て総数が２より大きく、かつＯＣＣの長さが２であると決定し
た場合、ＤＭＲＳポート設定によって、前記ＤＭＲＳシンボルを、第１のＤＭＲＳシンボ
ル領域と第２のＤＭＲＳシンボル領域とのうちの一方にマッピングし、ユーザデータを、
第１のＤＭＲＳシンボル領域と第２のＤＭＲＳシンボル領域とのうちの他方および前記ユ
ーザデータ領域にマッピングし、次に、前記第１のＤＭＲＳシンボル領域と第２のＤＭＲ
Ｓシンボル領域とのうちの他方におけるユーザデータを除去して、協調相手ユーザ端末の
ＤＭＲＳシンボルをパディングする。
【００５０】
　相応に、第iのユーザ端末は、前記ＯＣＣの長さが２であることを知り、かつ、自局の
ＤＭＲＳポート情報によって、第１のＤＭＲＳシンボル領域と第２のＤＭＲＳシンボル領
域とのうちの一方から、自局のＤＭＲＳシンボルを受信して、第１のＤＭＲＳシンボル領
域と第２のＤＭＲＳシンボル領域とのうちの他方および前記ユーザデータ領域から、第１
のデータを受信する。
【００５１】
　（３）Trank＞2であり、かつＯＣＣの長さが２であり（即ち、4≧Trank＞2である）、
かつ第iのＵＥがドットで塗りつぶして示した１つまたは複数のＲＥを使用する場合、基
地局は、ユーザデータをユーザデータ領域にマッピングして、ＤＭＲＳシンボルを第１の
ＤＭＲＳシンボル領域および第２のＤＭＲＳシンボル領域にマッピングする。
【００５２】
　相応に、第iのユーザ端末は、ユーザデータ領域からユーザデータを受信して、第１の
ＤＭＲＳシンボル領域および第２のＤＭＲＳシンボル領域から、自局のＤＭＲＳシンボル
を受信する。
【００５３】
　案３（Ｔｒａｎｓｐａｒｅｎｔ　Ｃａｓｅ３）で、案２に類似して、即ち、ＵＥは、基
地局で使用されるＤＭＲＳ密度が１２ＲＥｓ／ＲＢである、と仮定する。案２と異なる点
として、実際のＤＭＲＳ密度が２４ＲＥｓ／ＲＢである場合、基地局は、まず、ユーザデ
ータを、図２に斜線で塗りつぶして示した１２個のＲＥを除くほかのＲＥにパディングし
、次に、協調相手ＵＥのＤＭＲＳシンボルを、図２にドットで塗りつぶして示した１２個
のＲＥにおけるユーザデータに重畳する。上記の処理は、第iのＵＥのユーザデータと協
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調相手ＵＥのＤＭＲＳシンボルとの間の干渉を引き起こす可能性があるが、第iのＵＥの
ユーザデータと協調相手ＵＥのＤＭＲＳシンボルとが使用するプリコーディングベクトル
が異なるため、第iのＵＥ側では、上記の両者を依然として区別することができる。
【００５４】
　全ての協調伝送ＵＥに対して設定されたＤＭＲＳポートが連続しない場合、基地局は、
前記ＤＭＲＳポート割り当て総数が２より大きく、かつＯＣＣの長さが２であると判定し
た場合、ＤＭＲＳポート設定によって、前記ＤＭＲＳシンボルを、第１のＤＭＲＳシンボ
ル領域と第２のＤＭＲＳシンボル領域とのうちの一方にマッピングして、ユーザデータを
、第１のＤＭＲＳシンボル領域と第２のＤＭＲＳシンボル領域とのうちの他方および前記
ユーザデータ領域にマッピングし、次に、協調相手ユーザ端末のＤＭＲＳシンボルを、前
記第１のＤＭＲＳシンボル領域と第２のＤＭＲＳシンボル領域とのうちの他方におけるユ
ーザデータに重畳する。例えば、第iのユーザ端末のＤＭＲＳシンボルが、第２のＤＭＲ
Ｓシンボル領域を使用する場合、ユーザデータは、第１のＤＭＲＳシンボル領域およびユ
ーザデータ領域にマッピングされることになる。
【００５５】
　相応に、第iのユーザ端末は、前記ＯＣＣの長さが２であることを知る場合、自局のＤ
ＭＲＳポート情報によって、前記第１のＤＭＲＳシンボル領域と第２のＤＭＲＳシンボル
領域とのうちの一方から、自局のＤＭＲＳシンボルを受信し、前記ユーザデータ領域から
ユーザデータを受信して、前記第１のＤＭＲＳシンボル領域と第２のＤＭＲＳシンボル領
域とのうちの他方から、第１のデータを受信し、プリコーディングベクトルによって、前
記第１のデータからユーザデータを分離する。
【００５６】
　以下、シミュレーションにより、透過ＭＵ－ＭＩＭＯと非透過ＭＵ－ＭＩＭＯとの性能
を比較する。表１は、シミュレーションに使用されるリンクレベルのパラメータを示す。
ここで、ＰＤＣＣＨは、２つのＯＦＤＭシンボルを使用して、共通制御チャネルのオーバ
ヘッドを無視する。さらに、ＤＭＲＳポート割り当て総数が１～２である場合、ＤＭＲＳ
密度が１２ＲＥｓ／ＲＢであり、ＤＭＲＳポート割り当て総数が３～８である場合、ＤＭ
ＲＳ密度が２４ＲＥｓ／ＲＢである、と仮定されている。
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【表１】

【００５７】
　図３は、フルバッファトラヒックモデルを採用する場合の透過ＭＵ－ＭＩＭＯと非透過
ＭＵ－ＭＩＭＯとの性能比較を示す図である。該フルバッファトラヒックモデルは、バッ
ファ内のデータ量がいつでもフルであること、を指す。ここで、図３ａは、ＭＲＣ受信機
を採用する場合のシステムスループット（ｓｙｓｔｅｍ　ｔｈｒｏｕｇｈｐｕｔ）の比較
を示す図であり、図３ｂは、IＲＣ受信機を採用する場合のシステムスループットの比較
を示す図である。図３ｂについて、透過ＭＵ－ＭＩＭＯにおいて、協調相手ＵＥのＤＭＲ
Ｓポート情報が未知であるため、IＲＣ受信機は、ブラインド検出を採用する。例えば、
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分かるように、どのような受信機を採用しても、非透過ＭＵ－ＭＩＭＯは、任意のＳＮＲ
の場合でも、最適な性能を有する。但し、説明すべきものとして、非透過ＭＵ－ＭＩＭＯ
は、より大きいシグナリングオーバヘッドを意味する。透過ＭＵ－ＭＩＭＯの案３は、Ｓ
ＮＲが高くない（比較的低いあるいは中等である）場合、非透過ＭＵ－ＭＩＭＯと類似す
る性能を有する。但し、ＳＮＲが比較的高い場合、チャネル推定の正確さが低下するため
、透過ＭＵ－ＭＩＭＯの案３の性能も低下することになる。そのほか、リソース浪費が存
在しているため、透過ＭＵ－ＭＩＭＯの案１は、全てのＳＮＲの場合でも、性能損失が存
在している。透過ＭＵ－ＭＩＭＯの案２について、ＳＮＲが比較的低く、かつＤＭＲＳポ
ート割り当て総数が比較的小さい場合、ＰＤＳＣＨ除去を実行する必要がないため、その
性能が最適である一方、ＳＮＲが比較的高い場合、ＤＭＲＳポート割り当て総数が比較的
大きい状況に対して、ＰＤＳＣＨ除去を実行する必要があるため、性能損失が発生してし
まうことになる。
【００５８】
　図４は、ＯＮ－ＯＦＦトラヒックモデルを採用する場合の透過ＭＵ－ＭＩＭＯと非透過
ＭＵ－ＭＩＭＯとの性能比較を示す図である。ＯＮ－ＯＦＦ因子は０．５であり、該ＯＮ
－ＯＦＦトラヒックモデルは、バッファ内のデータ量がいつでもフルであるわけではない
こと、を指す。このバッファデータ量がフルになる状態は間歇的である。ここで、図４ａ
は、ＭＲＣ受信機を採用する場合のシステムスループットの比較を示す図であり、図４ｂ
は、IＲＣ受信機を採用する場合のシステムスループットの比較を示す図である。ここか
ら分かるように、該シミュレーション結果は、フルバッファトラヒックモデルと類似する
。勿論、有限なバッファのトラヒックは、ＤＭＲＳポート割り当て総数の減少をもたらす
ことになる。こうすれば、透過ＭＵ－ＭＩＭＯの案３のゲインは、非透過ＭＵ－ＭＩＭＯ
と比べて、少し減少する。その具体的な原因として、透過ＭＵ－ＭＩＭＯの案３では、ユ
ーザデータと協調相手ＵＥのＤＭＲＳシンボルとを重畳することで、ＰＤＳＣＨの長さの
増加を引き起こして、そのゲインを低下させることである。そのほか、透過ＭＵ－ＭＩＭ
Ｏの案１の性能は、透過ＭＵ－ＭＩＭＯの案２と比べて、少し低下する。
【００５９】
　シミュレーション結果から分かるように、
　１．案３で実現される透過ＭＵ－ＭＩＭＯ（即ち、あるＵＥのユーザデータと協調相手
ＵＥのＤＭＲＳシンボルとを直接に重畳）は、非透過ＭＵ－ＭＩＭＯと比べて、ＳＮＲが
比較的低い場合、非透過ＭＵ－ＭＩＭＯと類似する性能を有する一方、ＳＮＲが比較的高
い場合、ある程度の性能損失がある。
　２．透過ＭＵ－ＭＩＭＯについて、ＵＥ側はＤＭＲＳ密度が２４ＲＥｓ／ＲＢであるこ
とを終始仮定する場合（即ち案１）、あるいは、ＤＭＲＳ密度が１２ＲＥｓ／ＲＢである
ことを終始仮定し、かつＰＤＳＣＨ除去が実行される場合（即ち案２）、ある程度の性能
損失が存在する。
【００６０】
　上記は、本発明の好ましい実施例にすぎず、本発明の保護範囲を限定するものではない
。本発明の精神と原則内で行われる種々の修正、均等置換え、改善などは全て本発明の保
護範囲内に含まれるべきである。
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